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プログラム

一般演題「末梢動脈疾患」 7 月 8日（土）10:20～11:08 第 1会場
座長：小野寺一彦（札幌北楡病院外科）
速水 弘（公益財団法人甲南会甲南医療センター中央検査部）

O-01 包括的高度慢性下肢虚血（CLTI）のある透析患者との関わり～セルフマネジ
メントの難しさ～ ………………………………………………………………62
土屋 淳子（医療法人社団クレドさとうクリニック）

O-02 当院におけるレオカーナ使用経験 ……………………………………………62
波田野 純（（医）明生会三橋病院臨床工学技士部）

O-03 レオカーナ単独療法と血液透析併用療法における血圧変動の比較 ………63
吉原 一紀（医療法人中山会宇都宮記念病院腎透析センター）

O-04 レオカーナ施行から 6ヶ月の経過報告～下肢 PTA頻回患者はどこまで効
果が持続するのか～ ……………………………………………………………63
川上 未有（聖隷佐倉市民病院臨床工学室）

O-05 レオカーナ導入に向けた取組みと今後の課題 ………………………………64
安藤慎之介（聖隷佐倉市民病院臨床工学室）

O-06 血液透析患者に施行したレオカーナにおけるメシル酸ナファモスタット併
用下での皮膚潅流圧の変動 ……………………………………………………64
中澤 風香（大阪府済生会中津病院腎臓内科）

一般演題「腹膜透析」 7 月 8日（土）11:08～11:32 第 1会場
座長：赤松 眞（あかまつ透析クリニック）

O-07 当院における腹腔鏡下 PDカテーテル留置術の検討 ………………………65
土橋誠一郎（にれの杜クリニック）

O-08 真菌性腹膜炎にて腹膜透析を離脱したが再導入し得た一例 ………………65
仲野 惟（JA長野厚生連佐久総合病院佐久医療センター腎臓内科/JA長野厚生連佐久総合病院佐久医療セ

ンター消化器外科）

O-09 腹直筋断裂あり。それでも PDを導入するか？実行した症例と見合わせた
症例それぞれの理由 ……………………………………………………………66
小口 健一（医療法人社団望星会望星病院）
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一般演題「バスキュラーアクセス 1」 7 月 8日（土）10:20～10:52 第 2会場
座長：小口 健一（望星会望星病院）
南木 浩二（宇都宮記念病院腎臓外科）

O-10 当院のシャントエコーレポートに対する満足度評価 ………………………66
山田 将寛（特定医療法人桃仁会病院臨床工学部）

O-11 橈骨動脈表在化症例の使用経験～穿刺者の立場から～ ……………………67
宮川 悠斗（医療法人社団クレドさとうクリニック医療技術部）

O-12 自己血管内シャント術後早期症例に対するエコー下穿刺の有用性 ………67
大畑 文昭（（医）中山会宇都宮記念病院腎・透析センター）

O-13 日機装社製多用途透析用監視装置DCS-200Si によるバスキュラーアクセ
ス管理 ……………………………………………………………………………68
大 健広（医療法人社団クレドさとうクリニック）

一般演題「バスキュラーアクセス 2」 7 月 8日（土）10:52～11:40 第 2会場
座長：沼田 明（高知高須病院泌尿器科）
宮田 昭（医療法人社団広崎会さくら病院）

O-14 橈骨動脈末梢の結紮が有用であった内シャント作成術の 1例 ……………68
大竹 裕志（小平北口クリニック）

O-15 内シャント閉鎖 1年後に上腕動脈解離、橈骨動脈・尺骨動脈閉塞をきたし
た生体腎移植レシピエントの 1例 ……………………………………………69
加藤容二郎（昭和大学病院腎移植センター/昭和大学外科学講座消化器・一般外科学部門）

O-16 内シャント過剰血流の血流抑制術前後で握力や快適歩行速度が改善した一
例 …………………………………………………………………………………69
神應 太朗（神應透析クリニック）

O-17 左浅大腿動脈表在化術後リンパ漏に対しVAC療法が奏効した一例 ……70
大森 聡（JCHO千葉病院）

O-18 撓骨動脈腋窩分枝のある上肢に作成されたブラッドアクセスについての報
告 …………………………………………………………………………………70
樋端恵美子（JA長野厚生連佐久総合病院佐久医療センター腎臓内科）

O-19 当院における自己血管内シャント血栓性閉塞に対する治療戦略 …………71
甲斐耕太郎（バスキュラーアクセスクリニック目白）
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一般演題「低侵襲治療・副甲状腺機能亢進症・その他」7 月 8日（土）13:00～13:48 第 2会場
座長：角田 隆俊（東海大学医学部付属八王子病院腎内分泌代謝内科）
酒井 信治（信楽園病院腎臓内科）

O-20 血液浄化技術を応用した低侵襲治療であるシングルニードルGMA ……71
岡 侑里佳（大阪府済生会中津病院腎臓内科）

O-21 リンによるカルシウム受容体の発現抑制とカルシミメティクスの効果 …72
石田 真理（東海大学医学部腎内分泌代謝内科）

O-22 NRI-JH と 3年生存率及び累積CVD発生率…………………………………72
馬杉 裕大（特定医療法人桃仁会病院臨床工学部）

O-23 COVID-19 陽性者のテント透析を経験して…………………………………73
森 勇輔（医療法人社団駿心会稲毛病院臨床工学部）

O-24 腎代替療法患者におけるCovid-19 Vaccine 接種後の抗体獲得と関連因子
の検討 ……………………………………………………………………………73
岩渕 良平（相澤病院腎臓内科/信州大学医学部附属病院腎臓内科）

O-25 透析患者の感染症管理―定期講習会の継続開催と効果― …………………74
吉田 雅博（国際医療福祉大学市川病院人工透析センター・一般外科）

一般演題「外科・整形外科合併症」 7 月 8日（土）13:48～14:28 第 2会場
座長：冨川 伸二（東京曳舟病院透析センター）
上原 将志（信州大学医学部附属病院整形外科）

O-26 非閉塞性腸間膜虚血症例における維持透析患者の特徴 ……………………74
三野 和宏（国立病院機構北海道医療センター外科）

O-27 Polysurgery 後開腹困難消化管穿孔の 1救命例 ……………………………75
青山 博道（地域医療機能推進機構 JCHO千葉病院移植外科）

O-28 透析患者及び非透析患者に対するステロイド膝関節内注射の比較検討 …75
田畑 祐輔（医療法人社団明生会三橋病院整形外科）

O-29 脊椎矯正装具HANAOKA型 typeII の開発―後弯変形・透析脊椎症― …76
花岡 英二（JCHO千葉病院）

O-30 透析 35年以上の長期透析患者に対する脊椎手術の術式選択と併発症の検
討 …………………………………………………………………………………76
土屋 邦喜（地域医療機構九州病院整形外科）
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一般演題「腎移植 1」 7 月 8日（土）14:28～15:00 第 2会場
座長：石井 大輔（北里大学医学部泌尿器科学）
三宮 彰仁（板橋中央総合病院臓器移植センター移植外科）

O-31 術前透析期間が移植腎生着率に与える影響 …………………………………77
前田 啓介（北海道大学病院泌尿器科）

O-32 腎移植後巣状分節性糸球体硬化症再発に関与する抗ネフリン抗体の検討
……………………………………………………………………………………77
三浦健一郎（東京女子医科大学腎臓小児科）

O-33 腎移植自験例にけるHBc 抗体と B型肝炎についての検討 ………………78
吉武 理（昭和大学病院腎移植センター/昭和大学外科学講座消化器一般外科学部門）

O-34 当院の移植後貧血の現状とHIF-PH 阻害薬の使用経験 ……………………78
松岡 裕（特定医療法人衆済会増子記念病院腎移植科）

一般演題「腎移植 2」 7 月 8日（土）15:00～15:32 第 2会場
座長：打田 和治（増子記念病院腎移植科）
吉田 一成（麗星会恵比寿ガーデンクリニック診療部）

O-35 中規模民間病院における腎移植の成績と課題 ………………………………79
南木 浩二（社会医療法人中山会宇都宮記念病院腎臓外科）

O-36 急激な転帰をたどった腎移植後常染色体優性多発性嚢胞腎に発生した腎細
胞癌の一例 ………………………………………………………………………79
伊藤江理華（国家公務員共済組合連合会虎の門病院腎センター外科）

O-37 高度肥満に対し腹腔鏡下スリーブ状胃切除術施行後に生体腎移植に至った
一例 ………………………………………………………………………………80
鄭 有珍（昭和大学病院腎移植センター）

O-38 前立腺癌に対してロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘術を施行後に先行的腎
移植をおこなった 1例 …………………………………………………………80
石井 大輔（北里大学医学部泌尿器科学）

一般演題「バスキュラーアクセス 3」 7 月 8日（土）15:32～16:12 第 2会場
座長：野口 智永（吉祥寺あさひ病院バスキュラーアクセスセンター）
春口 洋昭（飯田橋春口クリニック）

O-39 超音波ガイド下神経ブロックで行うグラフト感染手術 ……………………81
藤田 広峰（名古屋血管外科クリニック）
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O-40 グラフト感染を契機に発症したと考えられるループスアンチコアグラント
陽性・低プロトロンビン血症症候群（LAHPS）の一例 ……………………81
谷山 宣之（札幌北楡病院バスキュラーアクセスセンター）

O-41 当院におけるステングラフトVIABAHN留置症例の検討 …………………82
蜂須賀 健（板橋中央総合病院移植外科腎臓外科）

O-42 当院におけるドラッグコーティングバルーン使用成績 ……………………82
関島 光裕（白光会白石病院外科）

O-43 人工血管流出路のステントグラフト（VIABAHNⓇ）を温存し新規人工血管バ
イパスを行った 4症例 …………………………………………………………83
関島 光裕（白光会白石病院外科）


